
昭和 31 年度

事 業 報 告 書

自　昭和 31 年 4 月 1 日
至　昭和 32 年 3 月 31 日



‘Ｉ
－
－
，

ゾ
－
－
～

や
唾
､
．
－

、

'十Ｗﾐﾆ全紙燕jNiiiぎくSiU
□

□

！
噸
笈
<
D
A
i
壬
寒
醤
塞
ぐ

4
.
6
.
1

喜
一
＝
￣
芝
毒
一
十
…
長
鍔
＝
二
三
;
貯
室
～
毒
讓
～
←
＝
怠
～
-
`
￣
L
b
菊
ニ
ー
ー
君
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ﾆ
ｰ
ｰ
ｰ
ｰ
ﾆ
ﾆ
&
=
雲
ご
ミ
ニ
=
L
二
参
塞
昌
占
二
錘
邑
塗
６
７
電
塗
ﾛ
…
A
＝
…
島
…
酋
窒
巍
白
漫
魔
…

義…
〒
筥

O
ザ
､
９

」
｡
S

PI

ｊ←遭号瀧鞭へ；…ｌｆＬ…Ｉ・砦鈩Ｌ……峠，……」言：ｉ勝鷺擬廓驫臘滕臘勝瞬騨躍｝勝殿終

T
F
r

通
り

△

。
〆
￣

Ｋ

１－二三二一



楜洲釦畑扣幽利州邨（ⅢⅢ．Ⅲ刑、川口Ⅲｊ０１‐‐一弔働◇０℃，１’ｊ｜〈’’－０，Ⅲ，い４－ｍの、ｌｌＩＩＴＢ１１１・ｌＩ１１ⅧⅦ０刑０－反Ⅱ叩０１．．ＭＶⅦｌ’－‐１．－’４‐‐０１刑，児．
Ｉ

一
、
庶
狩
に
関
す
為
鋼
項

Ａ
《
三

員
歓
地
方
病
院
協
会
、
特
定
病
院
団
体
別
会
圏
数
別
紙
の
漁
ｈ
、

凪
《
云

勝

㈹
会
儘
及
び
常
務
埋
嬰
袖
欠
溌
拳

ｐ
一
般

一
一
一
一
●
六

‐
一
一
一
一
⑦
七

一
一
一
一
●
七

一
一
一
一
Ｊ
．
上

一
一
一
一
⑪
〈

一
一
一
一
●
，
沁

雲
三
、
＠
上

β
役
員
の
改
選

何
代
議
員

一
一
一
一
・
へ
。
－
’
一
一
雲

脚
常
務
理
事

一
一
一
一
ｏ
－
Ｃ
ｏ

＝（f） 愚（e） ＝（d）
－－

＝（c）

ｐ
会
長
、
剛
会
長
、
常
務
理
鋼
、
理
襲
、
監
事

＝（b）

便
会

辱正

一
一
一
一
●
穴
、
一

儲
』
顎

゜Ｅｉｌｌ。会
一 一▲

理
事

ｏ
－
Ｃ
Ｄ
麦

橋
本
寛
敏
以
下
五
十
九
名
臨
時
代
議
員
会
に
於
て
選
出

常
務
理
事

・
一
○
○
堯

石
川
正
篇
、
伊
藤
吉
孝
を
臨
時
代
議
員
会
に
於
て
顔
出

ｏ
六
●
一
・
六

敷
波
義
雄
が
定
期
理
事
会
に
於
て
騨
出
さ
ろ

。
。
麦

神
崎
三
益
、
藤
森
真
治
、
佐
谷
有
吉
を
臨
時
琿
事
会
に
於
て
選
出

Ｃ
Ｄ
云

会
長．。゜。｡｡。瑠

一一一－

ごJ占四くつ（つ六九七項
長

フグミ
ａ~号

１
口

昭和
弧
年
度
事
業
報
告
（
鞄
柵
諏
一
一
一

病
院
協
会
未
設
獺
衛
生
部
長
に
封
し
病
院
協
会
設
立
依
頼

青
森
県
病
院
協
会
退
会
（
会
員
囚
十
二
名
）

彌
熱
蝿
嫡
院
協
会
加
盟
（
会
勵
四
十
二
名
）

篇
山
県
病
院
協
会
長
、
多
賀
一
郎
氏
国
際
病
院
逮
盟
加
盟
打
合
せ
完
了
帰
国

橋
本
会
長
医
療
傑
障
霧
昌
を
霧
嘱
さ
昂

荘
常
務
理
堺
、
鬮
際
病
院
寵
盟
加
盟
手
続
の
た
め
渡
欧

鬮
際
病
院
連
盟
加
盟

繍
本
寛
敏
を
臨
時
理
黙
会
に
於
て
選
出

地
方
病
院
協
会
及
び
特
定
病
院
団
体
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
改
選

一
見
赴
夫
、
荘
ｆ
蕊
、
守
屋
博
、
片
山
弘
、
塩
沢
総
一
、
敷
波
義
雄
、
田
中
義
邦
を
臨
時
理
事
会
に
於
て
選
出

鱗
本
認
敏
が
定
期
珊
製
霊
に
於
て
選
出
さ
る
『

､

社
國
法
人
日
本
病
院
協
会

ｏ
六
ｃ

ｃ一一一．一一一

汕
濁
Ⅱ
＃
川
畑
旭
、
〃
●
諏
訓
！
’
額
？
仮
〉
ｊ
轍
１
Ｊ
刑
Ⅱ
『
川
Ⅲ
州
引
鞠
邸
（
１
瑚
釧
鰐
嘩
却
！
』
「
刊
ｉ
鮒
馴
１
３
１
翅
！

！

｜）

今

．
‐
』

’
２ １



Ⅶ刀一心□７ｍ［屯。Ⅱ０口ロロ０Ｊ，－□■０■■■■且■■■■■■Ⅱ■Ｂ１１１口Ｐ■■■■■ＯＪＵｎＩ０ｎｖＤ０ＩＩ０ｑ０△８１■ＢＵＰ０７ｐＬ６』■■Ｊ１やｌｐ１０Ｊｑ．－．ＦＬ０Ｉ００１●○・・・・Ｖ０。〃０℃⑪。、０Ⅲ０１００．０ＧＧ．１，Ｖ■Ｏ０ｐＤ，Ⅱ。‐ｌＶｌ１－・ｈＵＩｐＩ■９巴Ｊ１や．．‐‐●、》ｒ０ＤＦ１□咄二■ＢＧ０ＪＬｆ■‐．。Ⅲ壹平８］字０．１ｂ１，１０

一
一
、
黙
業
に
関
す
為
事
項

ｃ
会
識

Ｂ
陳

一一一

一一一０一

一一一

一一一一

一一一

一一一一

一一一一

、
一
一
一

一一一一

・一一一一

Ａ
氏・
一
一
一
一
．

一
一
一
一
ｏ

一一一一一。

③
緒
会

倒
定
期
総
会

一
一
一
一
◎
六
●
一
塙

一一一

ｃ
声
●
一
麦

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院

①
昭
和
一
一
一
十
年
度
歳
入
歳
出
決
算
承
認
に
関
す
る
事
項
②
胴
和
一
一
二
年
鰹
歳
入
歳
出
予
算
集
に
関
す
る
事
項
③
定
款
中
一
部
改
正
に
関
す
る
事
項
④
医

療
饗
制
度
の
根
本
的
確
立
に
関
す
為
箏
項
⑤
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
委
團
撰
脆
芳
法
の
確
江
殖
関
す
為
事
項
⑥
病
院
行
政
の
一
一
元
化
に
関
す
る
事

項
⑦
病
院
の
課
税
に
関
す
る
事
項
⑥
看
護
婦
制
慶
に
開
す
為
惑
項
⑨
圏
際
病
院
加
盟
に
関
す
る
事
項
⑳
医
療
施
設
に
対
す
る
低
利
職
資
に
関
す
る
事
項

⑪
難
事
録
署
名
人
に
関
』
ｊ
ろ
事
項

「
口

DＯＯＯ｡｡００◎０

－－一一－

ｏ
－
Ｃ

ｏ
．
｜
Ｃ

Ｏ
一
○

ｏ
－
Ｃ

ｏ
－
－

ｏ－少一一

ｏ一’一一

ｏ、、
’
一
一

ｃ
－－

ｏ
－－

Ｄ

一一

情七
⑨
九

へ
◎
一

〈
ｏ
一
一
〈

へ
。
ｏ
一
一
へ

〈
ｏ
一
一
へ

一
一
ｏ
『
一

一
一
。
垂

一
一
⑥
二

一
一
＠
へ

一一．一一一一一

一六プ笥議

ＣＤ。》一 ②００□｡。●●､ＣＯＯ、
－ －－

二＝－－－－－－－－三二二二＝－－

２邸二丘危。【』，ｸﾞﾐ三五一二/Ｌユエフミ－’一ゴ１Ｊ=＝

《云一一一

完
全
看
護
並
び
に
完
全
給
食
に
関
す
石
陳
梼

准
看
護
婦
、
進
学
コ
ー
ス
に
関
す
る
陳
情

現
行
瀞
制
に
対
す
る
病
院
と
し
て
の
要
望

病
院
行
政
の
一
元
化
に
関
す
る
陳
情

中
央
社
会
侭
険
医
療
協
議
会
霊
園
鶴
出
芳
法
確
立
に
関
し
陳
情

准
看
護
婦
進
学
．
ｌ
ス
に
関
す
る
再
陳
情

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
促
進
に
つ
い
て
懇
請

第
二
十
五
回
全
国
公
立
病
院
長
会
の
陳
儒
に
つ
い
て
要
請

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
促
進
に
つ
い
て
懇
請

社
会
保
険
診
療
報
酬
一
点
単
価
引
上
に
関
す
昂
陳
情

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
霧
團
の
榊
成
に
つ
い
て
（
昭
和
一
一
一
十
一
年
度
定
期
総
会
）

病
院
行
政
の
一
元
化
に
つ
い
て
（
昭
和
一
一
一
十
一
年
度
定
期
総
会
）

社
会
保
険
診
療
報
酬
一
点
単
価
即
時
引
上
に
つ
い
て
（
昭
和
三
十
一
年
度
臨
時
総
会
）

国
立
病
院
長
協
議
会
加
盟
（
会
員
七
十
二
名
）

ク
ロ
ス
ピ
ー
ア
メ
リ
カ
病
院
協
会
理
騏
長
懇
親
会

ク
ロ
ス
ピ
ｊ
ア
メ
リ
カ
病
院
協
会
理
躯
長
懇
親
会

病院格差及び差額徴収に関するアンケート依頓３
ク
ロ
ス
ピ
ー
ァ
メ
リ
ヵ
病
院
協
会
理
事
長
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

病
院
の
在
り
方
。
病
院
縄
営
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼

西
村
鍵
媛
県
病
院
協
会
長
逝
去

「
雑
誌
病
院
」
を
一
月
号
よ
り
当
協
会
「
櫛
関
紙
」
と
す
る

フ
ロ
ッ
キ
ン
ト
ン
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
教
授
の
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
社
会
保
険
及
び
病
院
の
地
位
に
関
す
る
講
演
会
後
援

芸
風
名
騨
作
成
依
頼

Ｗ
Ｈ
Ｏ
労
働
衛
生
担
当
プ
ー
フ
ポ
ー
氏
と
協
会
有
志
懇
親
会

千
葉
擬
民
営
病
院
協
会
を
解
散
し
千
葉
県
病
院
協
会
を
設
立
三
十
会
員
加
盟

単
価
引
上
げ
急
遮
露
現
の
た
め
地
方
病
院
大
会
開
催
に
つ
き
地
方
病
院
協
会
に
連
絡

:-ｊｋｉ
ＪＬ
…ｊｊ

Ｔ１Ｊ
:ＷＩ

・ｆ１ｌ

ｙ'１．
ｊ,ｌ

ＩＩｉｌ

側

汕泓
ハ畦

．！

,ｈｌｆ
ｈｌｋ

ＨＪｊｌ
ｌｈｊｉ
Ｌヨ
ＬＩｊＴｌ

上ｉ
ｒＬｉｌｉ
､↓'一Ｊ，

(ﾊﾙ
，ｌ１ｌ
ｌ１ｌ

■;（
たくｊ
Ｉｊ

／<ｌ

Ｉｉ

ｉｊｌノ

■

！

「

４



一
“
川
型
Ⅲ
１
１
１
１
１
Ⅲ
州
Ⅲ
‐
Ⅲ
１
川
０
Ⅲ
刈
刈
叩
蝸
１
１
１
１
Ⅷ
１
Ⅶ
Ⅲ
１
汕
刊
ｌ
Ｉ
１
１
１
ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１
１
１
ｌ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
‐
Ⅲ
咽
－
－
Ｊ
⑪
ｌ
Ⅲ
Ⅶ
１
１
１
１
１
１
１
‐
Ⅲ
１
汕
・
．

．
△
１
．
．
．
と
．
．
．
‐
，
０
０

．

に）

⑤
理
部
会

⑧
定
期
理
嶺
会

一
一
一
一
●
ひ
く
●
一

㈲
臨
時
代
議
員
会

一
一
一
一
一
の
一
一
ｏ
一
一
一
一
一

＝（ｂ

例
定
期
代
議
風
会

一
一
一
一
●
《
◎
一
六

何
臨
時
理
鄭
会
．

一
一
一
一
一
●
一
一
一
●
一
一
一
一

束
京
都
千
代
剖
区
錦
町
三
ノ
ー
一
八
学
士
会

①
社
会
爆
険
診
療
報
酬
一
点
単
価
引
上
げ
に
関
す
鳥
事
項
②
昭
和
三
十
一
一
年
度
予
算
案
に
関
す
為
事
項
③
議
事
録
署
名
人
に
関
す
る
事
項

＝（b）
￣

何
臨
”
時
総
蓑

一
一
一
一
一
ｏ
一
一
一
●
一
一
一
一
一

束
京
都
千
代
田
唾
神
田
錦
町
三
ノ
ー
一
八
学
士
会

①
仕
芸
恢
険
診
擬
報
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台
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理
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選
に
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す
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項
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事
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京
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神
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駿
河
台
一
ノ
ー
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テ
ル

①
会
長
選
出
に
関
す
る
鋼
項
②
副
会
長
及
び
常
務
理
事
選
出
に
関
す
る
餌
項
③
積
雪
寒
冷
地
加
算
点
数
に
関
す
る
事
項
④
議
事
録
署
名
人
に
関
す
る
罰

項 臨
時
理
珊
会

臨
時
総
会
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一
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東
京
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代
田
区
神
田
駿
河
台
一
ノ
一
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上
ホ
テ
ル

①
新
医
療
費
体
系
に
関
す
る
鍋
醐
②
長
期
低
利
融
資
櫟
関
に
関
す
る
事
項

人
に
関
す
る
難
項

。
即
〈
・
一
代
太
鞭
大
竿
綾
苧
餓
剛
騒
燐
院

①
役
員
改
鱒
に
爵
す
為
辨
頚
⑭
昭
和
重
十
年
産
歳
入
歳
出
深
算
承
認
に
関
す
る
事
項
③
昭
和
一
一
一
十
一
年
度
歳
入
歳
出
予
算
案
に
関
す
る
事
項
④
定
款
中

一
部
改
正
に
関
す
る
幾
孤
⑤
協
会
柿
化
払
充
に
闇
す
る
嚇
項
⑥
医
療
響
制
度
の
根
本
的
確
立
に
関
す
る
鶚
項
⑦
診
療
報
酬
適
正
化
促
進
に
関
す
る
事
項

⑧
社
会
保
険
研
労
委
員
会
常
置
に
鞘
す
る
熱
項
⑨
健
雍
保
険
法
一
部
改
正
索
謙
譲
未
了
に
伴
い
こ
れ
が
対
策
の
た
め
委
員
会
試
置
に
関
す
る
鵠
項
⑭
新

医
療
饗
体
系
の
研
擁
委
圏
会
錘
置
に
関
す
る
鋼
噸
⑪
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
於
け
る
甲
乙
地
唾
別
を
撤
廃
に
つ
き
病
院
協
会
の
立
場
か
ら
検
討
を
要
す

る
事
項
②
中
央
社
会
保
険
医
療
協
諭
会
霧
凰
選
出
秀
法
の
確
立
に
蝋
す
ぁ
期
項
⑧
病
院
行
政
釦
一
元
化
に
関
す
る
事
項
④
病
院
の
課
税
に
関
す
る
事
項

⑮
社
会
保
険
診
探
報
酬
の
所
得
税
免
除
に
関
す
昂
蝋
項
⑬
研
需
賛
の
非
課
税
措
簡
に
関
す
為
辮
項
⑪
看
護
制
度
に
関
す
る
皐
項
⑩
協
会
事
業
の
一
と
し

て
醤
護
婦
雫
恢
誠
置
を
鈍
く
要
望
す
お
鍋
項
⑧
広
報
調
騨
輸
化
に
関
す
る
譜
項
⑳
圏
際
病
院
連
合
加
盟
に
関
す
る
事
項
②
医
療
施
設
に
対
す
る
此
利
融

貸
に
閨
す
る
鋼
項
⑫
薬
品
衛
生
材
料
医
療
器
械
器
具
艤
価
構
入
方
策
樹
立
に
関
す
る
事
項
⑬
病
院
建
築
を
耐
火
構
造
化
に
要
す
る
饗
用
の
紬
助
に
関
す

乃
躯
項
⑳
私
立
猛
院
の
設
備
改
善
に
要
す
る
轡
用
に
つ
き
中
小
企
鱒
設
備
近
代
化
法
案
と
同
様
に
無
利
子
借
受
方
策
に
関
す
る
事
項
④
議
事
録
署
名
人

東
京
都
午
代
田
峰
錦
町
三
ノ
ー
一
八
学
士
会

4

。
ｊ
‐
・
席
７
・
●
卜
，
０
‐
Ｐ

姑
〃
０
８
Ⅱ
ｒ
Ｊ
■

■
■

β
Ｊ
「
ｒ
冗
」
，
へ
『
Ⅲ
，
刈
ｔ
汀
Ⅶ
’
］
ｌ
１
１
ｊ
ｊ
●
叩
！
Ｉ
》
●
．
．
Ⅲ
１
Ⅵ
●
１
１
１
｝
巾
●
Ⅲ
『
ｉ
ｍ
Ｎ
１
ｌ
ｗ
ｌ
ｍ
〆
ｊ
唾
‐
ｗ
Ｉ
１
ｊ
１
Ｙ
…
潮
‐
ｉ
Ｔ
：
ｉ
Ⅳ
１
９
Ⅷ
（
Ｊ
１
州
１
１
Ⅲ
Ｉ
←
汕
灯
組
Ⅲ
．

０
Ｊ
叩
Ｄ
・
ｏ
ｒ
一

Ｒ



万

■

⑩
常
務
理
鍋
会

一
一
一
一
◎
七
０

一一一一一．０一一一●一一一一一
学
士
会

一
一
一
一
一
ｏ
一
一
●
一
一
七

病
院
会
館

①
診
療
報
酬
一
点
単
価
引
上
げ
に
開
す
る
辮
項
②
三
十
一
一
年
度
定
期
総
会
並
び
に
学
会
大
会
に
関
す
愚
事
項
①
一
一
一
十
一
年
度
臨
事
理
幾
会
、

総
会
開
会
に
関
す
る
詔
項
④
当
協
会
の
運
営
に
関
す
る
単
項
⑤
国
際
獄
院
会
議
列
席
者
に
閲
す
る
鋼
項

一
一
一
一
一
ｏ
一
一
一
ｏ
一
四

病
院
会
館

①
社
会
保
険
診
療
報
酬
一
点
単
価
引
上
什
に
顔
す
る
事
項
②
三
十
一
一
年
度
歳
入
歳
出
予
筑
案
に
鴎
す
る
事
項
⑤
役
員
会
、
総
会
対
策
に
関
す
る
事
項

一
一
一
一
一
●
一
一
一
●
一
一
六

一
一
一
一
．
。
一
一
ｏ
一
一
へ

病
院
会
館

①
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
促
進
に
関
す
る
車
項
②
公
立
病
院
長
会
の
陳
祷
に
鴎
す
る
事
が
③
日
本
病
院
協
会
の
国
立
病
院
部
会
（
特
定
団
体
）
創
設

に
関
す
為
事
項
④
病
院
撫
務
管
理
研
舗
秀
目
会
設
置
に
閉
す
る
事
項
⑤
広
報
活
動
に
関
す
る
事
項
⑥
准
看
護
婦
の
進
学
コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
陳
橋
に
関

す
る
事
項
⑦
一
点
単
価
引
上
げ
に
関
す
る
辮
項
⑧
国
際
病
院
連
盟
出
張
者
詮
衡
に
関
す
る
単
項

』
一
一
一
一
●
一
ｏ
一
一

病
院
会
館
．

①
病
院
格
付
分
類
実
施
並
に
医
療
法
中
一
部
改
正
案
対
策
に
関
す
る
率
項
②
一
点
単
価
問
題
に
関
す
る
事
項
③
特
定
病
院
団
体
長
会
議
開
会
に
関
す
る

鷆
項
④
当
協
会
会
轡
徴
収
に
関
す
る
琳
項
③
国
際
病
院
会
議
出
席
者
に
閲
す
る
事
項
⑥
積
雪
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
事
項
⑦
会
員
名
簿
作
成
に
関
す
る

巍
項
⑧
代
議
員
灘
任
届
に
関
す
る
鯛
項
⑨
雑
誌
「
病
院
」
の
本
協
会
櫛
関
紙
に
鯛
す
る
事
項

一
一
一
一
一
。
一
一
◎
麦

病
院
会
館

①
社
会
深
険
診
療
報
酬
一
点
単
価
引
上
げ
に
闇
す
為
辮
項
②
単
価
引
上
げ
実
行
季
員
掌
設
置
に
閲
す
る
事
項
③
医
療
単
価
適
正
化
推
進
協
議
会
設
置
に

関
す
る
顎
項
④
一
点
単
価
引
上
げ
運
動
涜
金
に
関
す
る
難
項
⑤
診
療
報
酬
遅
払
根
絶
対
策
に
鴎
す
る
事
項
⑥
病
院
行
政
の
一
元
化
に
関
す
る
事
項
⑦
当

一

一

〒-
－

ろ
事
項

一
一
一
一
ｏ
－
Ｃ

一一一 一一 一
一
一
一
＠
七
。
一
一
四

病
院
会
館

①
単
価
引
上
げ
運
動
に
関
す
為
熟
項
②
健
礎
保
険
法
対
策
霧
員
会
に
剛
す
る
琳
項

協
会
の
実
力
増
強
に
閉
す
る
事
項

①
常
務
埋
鋼
の
事
務
分
掌
に
関
す
る
事
項
②
委
員
会
の
活
勵
強
化
庭
関
す
る
事
項
③
積
雪
寒
冷
地
の
加
算
点
数
に
関
」
す
る
事
項
④
長
期
低
利
医
療
金
融

悶
題
に
関
す
る
鋼
項
⑤
生
活
保
護
法
医
機
扶
助
費
の
一
部
徴
収
に
闇
す
る
熱
項
⑥
定
例
常
務
理
事
会
に
関
す
る
峯
項

①
役
員
改
選
に
関
す
る
瓢
項
②
臨
時
総
会
開
会
に
関
す
る
事
項
③
高
知
県
病
院
協
会
加
入
に
関
す
る
幽
項
④
青
森
県
病
院
協
会
解
散
に
関
す
為
事
項
⑤

新
医
療
費
体
系
に
関
す
る
鋼
項
⑥
新
医
療
響
体
系
研
群
に
開
す
る
委
昌
会
設
潰
に
関
す
る
嬰
項
⑦
Ｗ
Ｈ
Ｏ
よ
り
日
本
政
府
へ
の
病
院
管
理
顧
問
「
ク
ロ

ス
ピ
ー
」
の
日
程
に
関
す
為
辮
項

ｏ
－
Ｃ
ｏ
－
－
－

病
院
会
館

①
臨
時
総
会
対
策
に
関
す
る
事
項
②
新
医
療
費
体
系
対
策
に
餌
す
る
蕊
項
③
Ｗ
Ｈ
Ｏ
よ
り
日
本
政
府
へ
の
病
院
管
理
顧
問
ク
ロ
ス
ピ
ー
の
日
程
に
関
す

ｏ
〈
●
一
一
へ

病
院
会
館

７

。
一

①
代
敵
ｕ
選
出
に
鋼
す
る
獅
項
②
壮
会
撞
祉
辮
鹸
会
の
審
議
射
項
に
関
す
為
熟
項
③
入
院
蕊
．
州
承
認
制
、
完
全
寝
具
廃
止
内
定
等
蕨
』
関
す
る
事
項
④
定

期
総
会
に
於
け
る
洸
議
に
関
す
る
畿
項
㈹
病
院
行
政
の
一
元
化
に
関
す
る
陳
情
⑪
中
央
社
会
保
険
医
擦
協
議
会
姿
圏
選
出
方
法
確
立
に
関
し
陳
情
ｐ
故

前
上
条
会
長
に
対
す
る
感
謝
状
⑤
医
系
議
員
と
の
懇
談
に
関
す
る
鯛
項
⑥
現
行
税
制
に
対
す
為
病
院
と
し
て
の
要
望
書
提
出
に
関
す
る
事
項

●
九
。
一
四

病
院
会
餌

①
完
全
有
疫
完
全
縮
食
に
関
す
る
陳
情
書
提
出
に
関
す
る
事
項
②
現
行
税
制
に
対
す
る
病
院
と
し
て
の
媛
望
に
関
す
る
熱
項
③
次
期
学
会
積
．
魁
に
関
す

る
螂
猟

ｏ
七
ｏ
一
一
一

病
院
会
館

①
故
前
上
粂
会
長
に
対
す
る
感
課
に
関
す
る
事
項
②
定
期
総
会
に
於
け
る
決
議
事
項
対
策
に
関
す
る
鋼
項
向
医
療
費
制
度
の
根
本
的
対
策
確
立
に
関
す

る
鍋
項
⑤
中
米
社
会
保
険
医
掠
協
議
会
委
員
選
出
方
法
の
確
立
に
関
す
る
事
項
ｐ
病
院
行
政
の
一
元
化
に
関
す
為
事
項
口
病
院
の
課
税
に
関
す
る
事
項

⑥
看
渡
制
度
に
関
す
る
事
射
⑪
代
議
員
理
事
改
撰
に
関
す
る
事
項
⑥
会
員
獲
得
に
関
す
る
事
項
⑧
完
全
看
護
完
全
給
食
に
関
す
る
事
項

①
社
会
恢
険
診
療
報
酬
一
点
引
上
け
に
関
す
る
事
項
②
昭
和
三
十
一
一
年
度
予
算
案
に
関
す
る
顎
項
③
議
事
録
著
名
人
に
関
す
る
事
項

ｏ
一
九

病
院
会
館
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病
院
会
館

，、〃ｄＢｉＪｌ夕》
か

ｂ
Ｐ
Ｉ
８
〃
』
．
⑦

》

■
．

代
議
員
会
、

〆

月

三



／

⑧
特
定
病
院
団
体
長
会

図
委
国
会

⑧
漸
医
獄
饗
体
系
妨
挑
委
員
会

一
一
一
一
ｃ
－
Ｃ
ｏ
ｌ
Ｃ

病
院

＝（ｂ

①
積
雪
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
事
項
②
一
点
単
価
引
上
げ
に
関
す
る
事
項

一
一
一
一
ｏ
一
一
一
ｏ
一
一
一

病
院
会
館

①
積
雪
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
事
項
④
一
点
単
価
引
上
け
に
闇
す
る
巍
項

一
一
一
一
一
。
一
ロ
ー
ー
エ

病
院
会
館

①
一
点
単
価
今
井
案
の
群
議
②
滴
正
診
療
報
酬
（
一
点
単
価
）
原
則
案
の
審
議
③
昭
和
一
一
十
七
年
三
月
の
医
療
経
済
実
態
調
査
に
よ
る
資
料
に
基
き
ス

ラ
イ
ド
す
る
④
ス
ラ
イ
ド
作
成
書
員
決
定

一
一
一
一
一
・
ｏ
－
－
ｃ
一
一
一

病
院
会
館

一
一
一
一
一
ｃ
一
一
一
０
．
毛

病
院
会
館

①
診
縦
報
酬
ス
ラ
イ
ド
案
の
審
議
②
厚
生
省
案
、
他
団
体
の
単
価
案
の
瀞
議

一
一
一
一
一
。
一
一
。
一
一
六
猫
院
会
館

①
診
療
報
酬
ス
ラ
イ
ド
案
の
群
議
②
厚
生
省
案
の
雅
議

一
一
一
一
一
ｏ
一
一
ｏ
一

①
改
正
健
康
保
険
法
案
に
関
す
る
事
項
④
ろ
フ
イ
ド
案
に
関
す
る
事
項
③
単
価
引
上
げ
に
関
す
る
事
項

〆

回
一
点
単
価
引
上
実
行
委
員
会

一
一
一
一
一
。
一
一
・
一
一
六
病
院
会
館

①
昭
和
一
一
十
七
年
三
月
の
医
療
経
済
実
態
調
査
に
よ
る
資
料
を
基
と
し
て
物
価
を
ス
ラ
イ
ド
し
た
案
の
霧
議
②
厚
生
省
単
価
案
の
辮
議

苧（．

仁
医
繍
隼
個
殖
Ⅱ
糺
猟
廻
協
諄
娑
穫
粥
蝦

一
一
一
一
一
．
一
一
Ｃ
ｌ
〈
’

日
本
医
師
会
館

運
営
六
法
に
つ
い
て
協
議

一
一
一
一
●
一
一
ｏ
一
一
六

日
本
医
師
会
館

臨
時
理
事
会
、
代
載
員
会
、
総
会
に
於
け
る
決
定
嚥
項
対
錆
に
闇
す
る
躯
項

ｏ
一
一
。
六

①
社
会
保
険
診
採
報
酬
一
点
単
価
引
上
げ
に
闇
す
乃
襲
項
②
単
価
引
上
実
行
委
員
会
設
置
に
関
す
る
鋼
項
③
医
療
単
価
適
正
化
推
進
協
議
会
設
置
に
関

す
る
斑
狐
④
一
点
単
価
引
上
げ
運
動
資
金
に
関
す
る
熟
項
⑤
診
療
報
酬
遅
払
根
絶
対
環
に
関
す
お
事
項
⑰
病
院
行
政
の
一
元
化
に
関
す
る
事
項
⑦
日
本

病
院
協
会
の
実
力
増
弧
に
関
す
る
鋼
項

ｃ
－
Ｃ
ｏ
ｌ
Ｃ

病
院
会
館

梼
諜
に
蝋
す
る
辨
項
を
審
議

鰹
蹟
保
険
法
対
徽
委
員
会

・
一
一
一
・
二
一
一
病
院
会
龍

①
医
療
単
価
適
正
化
樵
進
協
議
会
瞥
料
特
別
委
員
会
に
閉
す
る
瓢
項
②
単
価
引
上
げ
運
動
に
関
す
る
事
項

ｏ
－
－
ｏ
－
〈

日
本
医
師
会
館

①
日
病
、
日
医
、
日
歯
、
厚
生
連
の
四
団
体
で
結
成
し
単
価
引
上
げ
実
現
の
た
め
本
協
議
金
設
置
②
各
団
体
ょ
ｈ
代
表
三
名
、
資
料
特
別
委
員
四
名
、

幹
射
一
名
選
出
③
本
協
議
会
に
於
て
は
涼
や
か
に
具
体
策
を
決
定
し
正
式
運
動
と
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
期
間
は
従
来
の
運
動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

と
決
定

医
療
単
価
適
正
化
推
進
協
議
会

医
療
単
価
適
正
化
推
進
協
議
会
資
料
特
別
季
昌
会

病
院
会
鶴

由
岬
ｌ
ｌ
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Ｊ
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釧
灘
鰯
淵
翻
川
剛
剣
刈
矧
釧
刈
期
Ｉ
Ⅵ
１
１
Ⅲ
刈
刊
Ⅶ
１
１
Ⅲ
１
１
１
判
Ｉ
Ⅲ
ｌ
Ｎ
ｉ
ｌ
１
１
Ⅲ
１
１
１
１
１
１
‐
Ｉ
Ｎ
１
州
１
１
１
１
入

，
・
Ｐ
．
□
．
‐
０
．
－
０
．
。

－
卜
■
、
‐
０

ウ

似
税
専
門
委
員
会

一
一
一
一
●
へ
ｃ
一
一
へ

は
「
日
本
病
院
協
会
友
報
」
と
す

一
一
一
一
一
●
一
一
●
一
一
一
］

病
院
会
館

一
一
一
一
一
●
一
●
一
一
一

病
院
会
鱒

一
一
一
一
ｏ
－
－
Ｄ
－
垂

病
院
会
館

一
一
一
。
〈
ｏ
一
一
へ

病
院
会
館

①
論
説
は
医
療
原
価
の
算
定
②
社
会
隔
祉
法
人
医
療
施
設
の
基
準
案
③
国
際
病
院
通
盟
ス
ト
ー
ン
氏
の
書
翰

一
一
一
⑥
一
つ
●
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未加盟

協会未設

の

１．ヘーレーーー’－＞-１．－－＝－－

､

未カロ盟

協会未設

協会未誰

●

３１．９．５加盟

協会未設

協会未設

協会未設

協会未設

協会未談

計 5，４７２ 1，５０８ ２７．５６ △１３１ ５７２，０８９ ２２１９５６０ ３８．７３

計 1，３７４ ４４０ ３２．０２ ７２ ２２０．７６４ ９７，２７９ ４４．０６
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鰯

貸借対照表財瀧目録

昭和３２年鼎月ａ′日現在

銀行預金

liiLliilLTllli
住友銀行神国支店′6Ｍs耐

富士銀行本郷支店〃“

東京貯金局

‘ノ年未収会費Ld2oa〃ｏ

過鑪度γ分鱒会費６７７６１脚

属１イ験担機′“000

臨時会瞥ｉｓ’〃加

東京病擁協会

診療報酬改正委員会立替

応接セツトー式

負債鰯部
ザ

[辞

′ｚ６ｂ６

O

２ＱｄＺ

息
岱
７
６ 科蜜 全額

。
い

振替貯金

宋収入金

基金

前期繰越金

当期剰餘金

ノユム‘７‘

ＺＱ３６Ｓ

２Ｍｉ２擢媒な＠

２（６０１

′畠母な７

撰占３００

ａＯＱＯ⑥。

丘○通‘ざ｡

（７學迅３６７

う

ユ６６３倶鱗‘。

仮払金

立替金

什器備品

２Ａ‘｡，

l
TH･ロケ

i蕊

ノ＆曇琴７

９Kｓ;３②｡

合計 ＆ざｓＡＷ｢７

－－－－￣－－－－－－￣－－４

合計 塾どタバヂノ７ 合計 da4rさバワノ７

jii

１

屡
農
墜
菖
国
鬮
闘
幽
興
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1旦辿と歪_壁_'童L2L童！｣共i茎篁臺=(皇鰯茎二11‘;:）
。

社団法人日本病院

歳入２，８９４０
歳出２，８９４０

差引残

Fiiii入の 部
６
６
０

協
３
３
３
３

会
円
円
円

部出歳 の

LJHflIIiJJ
科

事

mUjlJJJiIJ
､－－－－－－＝￣一》

一

雑

△１１２６１３

△１．６１１

△６Ｌ１２２

△４９８８０

２５０，０００

１００，０００

１００１０００

５００００

会

定期総会１臨時総会２

埋事会、代議員会３１１，６９１円。常務理事会,Z１８７円

特定団体長会

総
役
諸

{i;'１蕊i蕊

究
会
一

業
研
報
会

室
員

査

費
費
費
賛
賢

事

医事磯関誌購入

印刷１６０，０００円。週信費６'１１９６２円･
雑賛７１２７５円。編輯諸費ＣａＯ００円。

学会経費

看護制度研努委幽６１６円。広報委１，７６０円。税専門委
罎葆蒜棗萎－１－２５５５円。新医療費体系医1.100円

論

会
学
委

２７２円。

事務所借室料△６０，０００３００，０００ ３６０，０００斜借

△１５０，０００顧問‐料 150,000

会費前受払戻

東京病院協会

預ｈ金払戻 ､Ｚ２００ １１１２００

２１．６０９

金
一
費
一
饗

払
一
備
一
外

２１，６０９

仮
一
予
一
渉 :鵲;-'二丁鶚 渉外経費

銀行預金１２６６７６円。振替貯金２０２６５円

l６ａ２３５ ２８０，０００

次年度繰趣 1４６９４１１４６９４１

ａ８９４ｂ３３６Ｉ５Ｉ５５２７５０１△２６５８４１４計

上記について監査した結果、相違のないことを認めます。

昭和３２年６月２８日

臣
孝川

藤

正

吉

石

伊

事
事

監
監伯，

科目

３１年度会費

過年度会賛

過年 度分担金

過年度臨時会費

雑収入

立替金戻入

仮払金

繰越金

歳入金額
￣－－●

２１５８５００

１０２１２０

円

￣

２１４７００

１４８，０６２

￣

１０ａＯＯＯ

１６４９５４

予算額
伝Ｉ

､ａ３６２ｂＯＯＯ

７８０，１００

１４５０００

８１３７００

l４ｚＯＯＯ

lａ３８７

l２ｉＺ６０９

１６４９５４

比較△減
同

△１．２０ａ５００

△６７z９８０

△l４ａＯＯＯ

△５９８０００

1,062

△ｌａ３８７

△２１．６０９

傭 考

納入率６４％

納入率１５％

納入率３６％

原価計算要綱、 預金利子、みのふあ－げん他８６５１８円
人事部６１，５４４円

診療報酬滴正委（１２団体）立替金

仮払金入金

計 2６８９４３３６ 5V５５２７５０ △2’６５３４１４
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蘂(篁冨鰯:::31）昭和３２年度歳入歳i出予算書

社団法人日本病院協会

円
円６，７６６，０８０

６，７６６００８０

０

歳
歳
差

入
出
残

３１

。。。『・弐・壬。，一．『一一・．ＢＰ－．‐鍔
十・一〈》鋳一（』一｛

＝皇ニヘーーー畠ニーーー

●

歳入の 部

歳入科.目

会 費

予算鋤

~五百~5Z７，円
３１年度比較△０５m

1j4５４，２８０
院Ｉ

備 考

３２手度会費

i圏年度会費

過年度分担金

過年度蝋時会費

雑：収～入

3４４０，０００

2３８４，８８０

1４５，００

5８４２００

２１２０００

７８．０００

1６０４０７８０

△２２８５００

６５，０００

雑収 入 ２１２．０００ ６５Ｊ00 人婁部１４９，００円原ｲ､i計毎駈プリント3,000円広告料５０００円ｘ１Ｚ＝60,00円

立替金 民 入 △１３３８７

立替金戻入 △１３３８７

仮払金 △１２７６０９

仮払金 △１２７．６０９

繰域金 △１６４９５４

繰越金 △１６４９５４

計 ６，７６６J0８０ 1２１３３３０

歳出の 部

歳出科目 ナ 算顛 ３１年度比較△減 f藷 考

墓務費 1J6６１２４０
I｣三！

１５３．４４０
肢Ｉ

給料

諸手‘当

言?藷;１÷ﾃﾞｰﾑ絵:ぶ

=厚ン
￣~_■

室生雲霞三爵費一

1」７６，０００

２７１，２００

薑２０００００，二
.2･･ぜ..P・ダァパ.＞--...:苓耳:5ﾆｰｰ,

毒！〕F1:ｐｒｒ言

108ＰＯＯ

21β００

△ﾌﾞﾆﾕOpMざ

i了ﾋﾟﾃ 訂ia378己曽&扇銑＝

ｚ９－ｏｏｎローｎＦｉｏｏｏ俘Ｉ ■ ２２０００円ｂ9.000円（タイピスト）

嘗与９８，００口ｘ1.2＝１１７．６００円ざ時間外勤務手当３.()００円×１２＝36,()()Ｏ股Ｉ

嘘?:時ﾑ雇弔上ﾉﾐ入蘂了塞禽； F･二’--1-.
-｡-.ＴＰ・」沌

■

兵～罫 ,0～-~屯-■⑤L･Pf._
､、q･･.._0℃-8.～…〕

0-..ゴー芒自学＝←￣

苧ﾃ録了と３畳=蕊向員｢鐘鵠ｆ=て←晋焉霊;6点ee2
刃弓

ひ

認逗些ムダv畠-~:-
.1＞煮→ｆＰﾕｴｰ

畠･ローP.~･
■■●ﾛ.

-=､へ曰￣一口学.､0.----,~~
.！

－．.~一・三二．一ユニ

需 -要 、Ｐ賢Ａ１〉 ４b２ 6５，００
－.~,全-Ｊ

Ｐ･も
69ｺﾞsjOtiU

．＞P･弓
一■◇ ■----,；．.｡

，～.､～一宗ﾆｰ･§・ﾛ淫忌Ｋ－Ｐ－幸ｴﾐ

ｰﾆｰﾎﾟｶﾞｰｰｰｱｰｰ.,ﾆﾆｰｰ
ｰｶ一一｡.｡

劉仁－．－～？:ﾆミ

。
．
『

承_ご-公一
嵐に廷！ ｡~1-｡＄－６qアー-.Uq①｣し,゛1七一今．出①ﾆｰ゛･ゼーーー-~~,.■

｡←.~今･ﾆ｡｡

ｷﾞ４．．

Ｊ=￣

総会 ＞費

役員会費

藷会議費

委員会費

学会賛

会報饗

旅費交通費

通信運搬賛

消耗品費

印刷製本費

備品賛

光熱水費

借室斜

調査研究費.

図書賛

雑費

l２ｑＯＯＯ

１２０．０００

50,00

３８０，０００

２５０J0００．

１，１００J000

650.000

２８().000

60.000

２７０．０００

１１００００

５００００

360.000

２９００００

8０．０００

95.000

２０５０００

２０．０００

８０J()００

1０００００

５０J０００

3００００

１００００

20,000

１０．０００

２７００００

80,00

5ＰＯＯ

定期総会１グ臨時総会ｌ可．＞〕:」 ■●●Ｐ

萱景毎困璽今．廻婁今．代篝團令～

ilhﾌﾟ与鶴今檮ｄ特定病院団体長． その他藷会議

凸且錘司之昌会．

曰±病陦学今藷鰹譽

内訳ＭＩＩ$圧

壷篭羽合手のｲlb-殿Ｈ１権

弓邑脂二､量｣樹､亀夢

蛸kHF存旦事景傷閑鼎

舅甚E､願11浬l土9欝

”オヲ･テイターZ-DMIbI畜晶＄

震澁Ｔ願巴富ＪＢ１

ｑｎｎｎｎ江Ｉｘ１１璽越鳫量妥僅導昌譲斗

薑閤舂研零譽

△Lｵ電國蔓尊鑑ス響

量姿四住遷凸

諸費 ８００．０００ ３７０J000

国際病院連盟径費

渉外賛

顧問斜

３７０J000

２８００００

15ｑＯＯＯ

３７００００ ･國座病陰演明全響７０，，０円国際病院会議出張補助３０００００円

園白目目､扇量座兆1

予備費 ３９８４０ 2０９０

予備贄 ３９８４０ 2ｐ９０

預り金払 民 △７，２００

預り金払 民 △７，２００

計 6．７６６０８０ 1２１３４３３０
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会報費明細書

病院綜合通信毎月１５日発行予定

‐ﾍﾉﾍﾞﾐﾆ…－－夢
－－－，.・－－－－二９－－－＝‐－－－．L_ニニーーー弓･￣ヨムー"ゴー,

ロゼ二つ窪：

科目 金 額 傭 篝

印刷賛 ６９４，０００

４８９０６００ Ｐ２０のもの３．５００部４０，８００×１２

1５，０００

１４，４００

帯封代

写真挿入費１０回＠lＪ２００ｘ１２

１２，０００ 穴あけ費３．５００部１，ＯＯＯｘ１２

1３，０００ 原稿用紙３連

150,000 綴込表紙３，０００部＠４５．００３．０００部×５０円
編集Ｉ費 ６０，０００ ６０，０００ 近藤氏嘱託料 ■タ●｡

●

謝金 １２０，０００ １２０，０００ 原稿料１０．０００円×１２

通信贄 １８４，０００

１４４，０００ 第三種３．０００部ｘ１２ｘ４円

４０，０００ 第五檀＠８．００５００部×８円

会 議饗 １２．０００ 1２，０００ １２回１，０００円×１２

雑費
｡

３０，０００ ３０，０００ 運搬 、 交通費外

計 １ , １００，０００ １，１００，０００
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